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「
外
国
人
に
人
気
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」第
１
位

 
ポ
イ
ン
ト
は〝
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
〞

平
安
楽

こ
こ
数
年
の「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」
の
盛
り
上
が
り

よ
り
も
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
の
対
応

に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
が
あ
り
ま
す
。
岐
阜
県
高

山
市
で
す（
↓
P 

26
）。
市
内
に
あ
る「
平
安
楽
」は
、

創
業
50
年
以
上
の
中
華
料
理
店
。
女
将
の
古
田
直
子

さ
ん
は
、
接
客
を
担
当
し
て
20
年
に
な
り
ま
す
。
古

田
さ
ん
は
当
初
か
ら
、
外
国
人
観
光
客
に
真
摯
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、口
コ
ミ
サ
イ
ト「
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の「
外
国
人
に
人
気
の
日

本
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
」（
※
A
）で
は
、

毎
年
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。
２
０
１
６
年
に
は
、
つ

い
に
ト
ッ
プ
の
座
を
射
止
め
ま
し
た
。
そ
の
評
価
の

背
景
に
は
何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
古
田
さ
ん
は

「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
挙
げ
ま
し
た
。

お
互
い
に「
面
倒
く
さ
い
」こ
と
は
や
め
る

「
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
」と
は
、
訪
日
客
が
ス
ト
レ
ス

を
感
じ
ず
に
旅
を
し
、
食
事
を
楽
し
む
こ
と
。
そ
し

て
、
も
て
な
す
側
の
日
本
人
に
も
、
無
理
な
く
楽
に

対
応
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
だ
、
と
古
田
さ
ん

は
言
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
回
避
の
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
後
で
説

明
が
必
要
に
な
り
そ
う
な
こ
と
を
、
先
回
り
し
て
、

文
字
や
現
物
で
伝
え
、
確
認
を
と
っ
て
お
く
こ
と
に

あ
り
ま
す
。「
平
安
楽
」
は
店
先
に
、
こ
の
店
が
中

華
料
理
店
で
あ
る
こ
と
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
メ
ニ
ュ
ー

が
特
徴
で
、
全
席
禁
煙
…
…
な
ど
の
基
本
情
報
を
、

店先にはいくつかの案
内板がある。インバウ
ンド対応の第一歩とし
て、店名、何の店か、店
の特徴、英語メニュー
と価格、席料の有無と
禁煙・喫煙の表示を店
外に英語で提示すべき
だと、古田さんは言う。

※
Ａ

外
国
人
に
人
気
の

日
本
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ

世
界
最
大
の
旅
行
口
コ
ミ
サ
イ
ト
「
ト

リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
が
毎
年
発
表

す
る
ラ
ン
キ
ン
グ
。
２
０
１
６
年
の
ラ

ン
キ
ン
グ
３
位
は
、
京
都
に
あ
る
餃
子

の
店
「
餃
々 

三
条
木
屋
町
店
」、
２
位
は

大
阪
の
ウ
ェ
ス
タ
ン
料
理
店
「
ク
マ 

カ

フ
ェ
」、
そ
し
て
１
位
は
「
平
安
楽
」。ラ

ン
キ
ン
グ
上
位
に
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
や
ム

ス
リ
ム
対
応
の
店
が
多
く
ラ
ン
ク
イ
ン

し
た
の
が
こ
の
年
の
傾
向
だ
。

高山市を訪れる外国人観光客は、欧米人が
多い。「平安楽」には、ベジタリアン対応の
料理を求めて訪れる人もいるが、ネット上
では、この店ならではのもてなしを評価す
る口コミが目立つ。

訪日客をもてなすヒント①

細やかな声掛けと会話
「声を掛ける量と、お客様の評価は比例す
る」と古田さん。難しい英語でなくても、
料理を出した後に「OK？」と聞くなどす
れば、気配りをしていることが伝わる。コ
ミュニケーションが新たな注文につなが
り、声掛けが直接売り上げに貢献すること
もあるという。

岐
阜
県
高
山
市

写真提供／
トリップアドバイザー

店の取り組み

中華料理店
食事制限に対応
気配りが安心を生む
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英
語
で
明
示
し
て
い
ま
す
。
入
店
す
る
前
に
了
解
し

て
お
い
て
欲
し
い
情
報
を
文
字
で
明
記
し
て
お
く
。

そ
れ
だ
け
で
、
ト
ラ
ブ
ル
は
ず
い
ぶ
ん
減
り
ま
す
。

注
文
を
受
け
た
ら
、
最
終
的
な
会
計
が
い
く
ら
に
な

る
の
か
、
紙
に
書
い
て
提
示
。
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

人
に
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
除
い
た
素
材
を
使
っ
て
い

る
こ
と
を
、
現
物
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
見
せ
て
確
認
し

て
も
ら
い
ま
す
。
宗
教
上
の
制
限
な
ど
に
抵
触
す
る

よ
う
な
食
材
は
、
混
ぜ
ず
に
添
え
て
出
し（
※
B
）、

お
客
様
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ま
す
。
対
応
に
手
が
か
か

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
後
々
「
面
倒
」な
こ
と
に

な
ら
な
い
た
め
の
気
遣
い
で
す
。

「
声
掛
け
」は
、安
心
感
の
条
件

人
間
は「
無
視
」
さ
れ
る
と
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま

す
。「
言
葉
が
通
じ
な
い
か
ら
と
怖
が
っ
て
、
放
っ

た
ら
か
し
に
す
る
の
は
良
く
な
い
」
と
古
田
さ
ん
。

「
ハ
ウ 

ド
ゥ
ー 

ユ
ー 

ラ
イ
ク 

イ
ッ
ト
？
（
お
料
理
、

い
か
が
で
す
か
）」の
代
わ
り
に
、「
O
K
？
」で
十

分
。
文
章
で
な
く
単
語
で
構
わ
な
い
。
外
国
語
で
話

し
掛
け
る（
※
C
）こ
と
で
相
手
は
安
心
す
る
、
と

古
田
さ
ん
は
体
得
し
ま
し
た
。
日
本
語
で
も
、
気
に

か
け
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
平
安
楽
」に
寄
せ
ら
れ
た
口
コ
ミ
を
み
る
と
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
旅
行
者
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
か
ら
の

書
き
込
み
も
多
く
あ
り
、
同
時
に
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

に
感
謝
す
る
コ
メ
ン
ト
が
目
立
ち
ま
す
。
外
国
人
観

光
客
に
と
っ
て「
平
安
楽
」
は
、
ス
ト
レ
ス
な
く
安

心
し
て
食
事
で
き
る
店
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
き
な
支

持
を
集
め
て
い
る
の
で
す
。

小麦不使用の醤油や、アルコールを添加してい
ない味噌などを用意。原材料の表示を見せてお
客様に納得してもらう。表記は日本語だとして
も、見せて説明すれば安心感につながる。

ベジタリアン料理の英語メニューには、料理の説明
や使用食材も明記。はじめは数か国語のメニューを
用意していたが、今は英語版だけ。それで十分だと
いうことが、経験上わかってきたという。

カウンター席からは調理の様子が良く見える。外国人の
お客様が座った時には、実際に使用している調理器具を
見せて、食材・調理方法などに配慮していることを伝える。

※
Ｂ

混
ぜ
ず
に
添
え
る

一
部
の
仏
教
徒
や
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
が
避

け
る
「
五
葷（
ご
く
ん
）」
に
は
、
薬
味
と

し
て
使
う
香
味
野
菜
が
含
ま
れ
る
。
制

限
の
厳
格
さ
は
人
に
も
よ
る
が
、
例
え

ば
「
ミ
ョ
ウ
ガ
」
も
タ
ブ
ー
と
す
る
か
ど

う
か
、
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
っ
た
。そ
ん

な
場
合
は
料
理
に
混
ぜ
ず
に
脇
に
添
え

て
出
し
、
食
べ
る
か
ど
う
か
は
、
相
手
の

判
断
に
任
せ
た
。

※
Ｃ

外
国
語
で
話
し
掛
け
る

ネ
ッ
ト
上
に
「
直
子
さ
ん
の
英
語
が
素

晴
ら
し
い
」
と
の
口
コ
ミ
が
多
い
。古
田

さ
ん
は
、
外
国
語
の
特
別
な
勉
強
は
し

て
い
な
い
と
い
う
。接
客
の
際
に
簡
単

な
単
語
で
お
客
様
に
話
し
掛
け
て
い
る

と
、
相
手
の
外
国
人
が
き
ち
ん
と
し
た

文
章
に
直
し
て
く
れ
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
。そ
れ
を
復
唱
す
る
こ
と
で
英
語
が

上
達
し
た
。今
や
、
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
し
て
賞
を
と
る
ほ
ど
。

訪日客をもてなすヒント②

食事制限や好みに
対応する
「平安楽」のベジタリアンメニューは、お客
様の要望から始まった。さまざまな宗教へ
の対応に備え、フライパンなどの調理器具
は２種類用意。肉類などを含めて調理する
器具と、タブーになる食材を入れない器具
とを使い分けている。

訪日客をもてなすヒント③

目で見て
安心してもらう

「平安楽」では、小麦やアルコールを使って
いない調味料を常に準備。アレルギーの人
が来店した時には、その調味料のパッケー
ジを席まで持って行き、目で確認してもら
う。会計がいくらになるのかも、注文時に
紙に書いて確認をとる。言葉
で伝わらない分は、必ず目で
見て納得してもらうように
している。

「平安楽」の店内。外国
人観光客とやりとりす
るため、食材の図鑑な
どを置いている。世界
地図帳が一冊あれば、
「どっからござったんや
な（どこからきたんです
か）？」というやりとり
がしやすい。

ベジタリアン向けの炒飯
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「
こ
こ
３
、４
年
で
、
銀
座
は
本
当
に
外
国
人
客
が

増
え
ま
し
た
」。
創
業
か
ら
半
世
紀
を
誇
る「
日
本

料
理 

い
ら
か
」の
3
代
目
社
長・梨
澤
雅
弘
さ
ん
は
、

銀
座
の
一
等
地
で
営
業
を
続
け
る
な
か
で
、
外
国
人

観
光
客
の
急
増
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。

店
で
は
、
現
在
お
客
様
の
１
割
以
上
が
外
国
人
客
と

な
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
対
象
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

梨
澤
さ
ん
は
、
お
と
と
し
、
外
国
人
留
学
生
を
対

象
に
し
た
出
汁
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

参
加
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
感
想
を
あ
げ
た
こ
と
で
、
情
報

は
外
国
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
拡
散
。
外
国
人
観
光

客
の
集
客
に
結
び
付
き
ま
し
た
。
口
コ
ミ
の
情
報
は
、

広
告
以
上
に
人
を
動
か
す
と
実
感
し
、
そ
れ
以
来
何

度
か
外
国
人
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
い
ら
か
」は
午
前
か
ら
夜
ま
で
通
し
営
業
で
、
ピ
ー

ク
時
以
外
の
時
間
帯（
※
Ａ
）を
使
う
こ
と
で
団
体

客
に
も
対
応
。
旅
行
代
理
店
や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
に
集
客
の
働
き
か
け
も
し
て
い
ま
す
。

通
り
す
が
り
で
店
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
店

先
に
は
３
か
国
語
の
看
板
を
設
置（
↓
P
８
）。
店
構

え
も
日
本
を
感
じ
る
雰
囲
気
づ
く
り（
※
Ｂ
）を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
入
店
後
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
用
メ

ニ
ュ
ー
（
※
Ｃ
）を
用
意
。
梨
澤
さ
ん
が
考
案
し
た

和
の
土
産
品
も
好
評
で
、
人
気
商
品
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、「
い
ら
か
」
で
は
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
な
ど
に

対
応
す
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
外
国
人
観
光
客
を
食
材
の
産
地
に
連
れ
て
行
く

体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
企
画
し
た
い
と
意
欲
的
で
す
。

左：「いらか」3代目の
オーナー、梨澤雅弘さん。
イベントやグッズの開発
など、発想力が集客につ
ながっている。上：外国
人観光客に好評のお土
産「着物ボトルカバー」。
2013年に観光庁から「魅
力ある日本のお土産コン
テスト」クールジャパン
金賞などを贈られた。

※
Ａ

ピ
ー
ク
時
以
外
の
時
間
帯

食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
も
、
店

の
ア
イ
ド
ル
タ
イ
ム
を
有
効
に
使
い
た

い
、
と
い
う
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
。「
い

ら
か
」
で
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
団
体
客
も
受
け
入
れ
る
。
個

室
が
多
く
、
外
国
人
客
と
日
本
人
客
が

相
席
す
る
こ
と
で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
な
い
。

※
Ｂ

雰
囲
気
づ
く
り

店
名
の
「
い
ら
か（
甍
）」
に
ち
な
み
、
店

先
に
瓦
葺
き
の
屋
根
が
張
り
出
す（
上
）。

数
寄
屋
造
り
に
こ
だ
わ
っ
た
店
構
え
だ
。

接
客
担
当
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
は
着
物
を

着
用（
下
）。
日
本
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲

気
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。

※
Ｃ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
用
メ
ニ
ュ
ー

「
い
ら
か
」
で
は
、
東
京
都
が
運
営
す
る

多
言
語
メ
ニ
ュ
ー
作
成
支
援
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
Ｅ
Ａ
Ｔ
東
京
」
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

用
メ
ニ
ュ
ー
を
作
成（
上
）。英
語
、
韓
国

語
、中
国
語（
簡
体
字
、繁
体
字
）の
料
理

名
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ア
レ
ル
ゲ
ン

と
な
る
も
の
や
、
宗
教
上
食
べ
ら
れ
な

い
可
能
性
の
あ
る
食
材
を
使
っ
た
料
理

は
、
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
で
注
意
を
喚
起
。お

客
様
側
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
を
伝
え

る
こ
と
の
で
き
る
シ
ー
ト
も
用
意（
下
）。

体験イベントには、中国、スペイン、フランス、ロシア、オー
ストリア、ラトビアなど、さまざまな国籍の留学生が参加。
出汁についての座学の後、プロの料理人によるデモンスト
レーションを見学。その後メンバー全員で出汁を煮出した。

訪日客をもてなすヒント①

日本の食に触れる
イベントを開催
出汁の体験イベントを開催。大
学の国際学部に通う学生に声を
かけると、世界各国のメンバー
が集まった。店のフェイスブッ
クに「いいね」をすること、各自
のＳＮＳでイベントについて投
稿することを参加条件として、
その後の集客につなげた。

通常のコース名は日本人向けに、「山吹」
「八坂」「白川」などと京都の地名を冠して
いるが、混乱を避けてインバウンド用メ
ニューには掲載していない。「天ぷら御膳」
「焼肉コース」「お刺身御膳」と、料理の内容
がわかりやすいメニュー名にしている。

訪日客をもてなすヒント②

料理名・コース名は
わかりやすく

日
本
料
理  

い
ら
か 

銀
座
店

銀
座
の
老
舗
日
本
料
理
店
で
は

イ
ベン
ト
や
和
の
土
産
品
が
好
評

東
京
・
銀
座

店の取り組み

日本料理店
体験イベント
を開催
SNSで集客
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見た目にもインパクトのある
海鮮丼が外国人にも人気。店
では消費税や時価などについ
て英文で確認をとってからお
客様をお通しする（→P25）。

上：社長の三浦達也さん。下左：人気の「焼き魚定食」。脂ののった
銀鱈は外国人にも好評。下右：メニューには外国語表記がないが、
わかりやすい写真さえあればオーダーがとれる。

訪日客をもてなすヒント

大きく、目立つ写真で
アピールする
店頭には英語の看板があり、中国語
の張り紙もあるが、外国人観光客に
一番訴求するのは大きくて派手な
写真。料理の内容がはっきりわか
り、一目でおいしそうな印象を与え
るのが重要だ。

訪日客をもてなすヒント

文字と指差しでのやりとり
飲食店では、入店、注文、会計とさまざまな場面
で訪日客との行き違いが起きるケースがある。
文字で確認・承認をとって未然にトラブルを防
ぐと、店側もお客様も気持ちよく過ごせる。

看板メニューの「おまかせ海鮮丼」。
せっかく北海道に来たのだから、
と価格の高いメニューをオーダー
する外国人観光客が多い。

 

北
海
道
の
旬
の
魚
介
を
提
供

「
時
価
」な
ど
は
来
店
時
に
確
認

海
鮮
処 

魚
屋
の
台
所

札
幌
の
中
心
街
に
程
近
い
二
条
市
場
は
、
外

国
人
観
光
客
に
人
気
の
高
い
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

「
食
事
処 

な
が
も
り
」は
、
三
浦
達
也
さ
ん
が

市
場
内
の
鮮
魚
店
と
と
も
に
営
む
食
堂
で
、
ウ

ニ
イ
ク
ラ
丼
や
焼
き
魚
、
蟹
汁
な
ど
が
人
気
の

メ
ニ
ュ
ー
。
三
浦
さ
ん
は
２
年
程
前
、
外
国
人

観
光
客
に
向
け
て
料
理
の
写
真
を
大
き
く
表
示

し
た
看
板
を
出
し
ま
し
た
。
店
内
の
メ
ニ
ュ
ー

に
も
使
用
食
材
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
撮
影
し

た
料
理
写
真
を
大
き
く
掲
載
。「
英
語
の
看
板

「
海
鮮
処 

魚
屋
の
台
所
」は
、
北
海
道
の
新
鮮

な
魚
介
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
豪
快
な
盛
り

付
け
の
海
鮮
丼
が
人
気
で
す
。
店
で
は
訪
日
客

に
対
応
す
る
た
め
、
英
語
、
中
国
語（
簡
体
字
、

繁
体
字
）の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

旬
の
魚
介
類
が「
時
価
」
で
あ
る
こ
と
は
日

本
人
に
は
常
識
で
す
が
、
訪
日
客
に
は
馴
染
み

の
な
い
考
え
方
で
す
。
店
で
も
、
北
海
道
産
の

目
に
見
え
る
情
報
で
、

意
思
の
疎
通
を
は
か
る

も
出
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
よ
り
写
真
が
大
事
」

と
三
浦
さ
ん
。

「
丼
の
上
の
こ
の
魚
を
刺
身
で
食
べ
た
い
」「
こ

の
魚
を
チ
ェ
ン
ジ
し
た
い
」と
写
真
を
介
し
て

の
オ
ー
ダ
ー
も
あ
り
、
料
理
人
の
花
田
月
房
さ

ん
は
、
で
き
る
限
り
対
応
し
ま
す
。「
特
別
な

注
文
の
際
は
値
段
が
変
わ
り
ま
す
か
ら
、
電
卓

で
価
格
を
示
し
て
確
認
し
て
か
ら
お
出
し
し
ま

す
」（
↓
P 

24
）。
花
田
さ
ん
は
、
外
国
人
客
に

蟹
の
身
の
取
り
方
や
鮮
魚
の
お
い
し
い
食
べ
方

を
身
振
り
を
交
え
て
伝
授
。
味
だ
け
で
な
く
、

こ
う
し
た
接
客
が
支
持
さ
れ
、
口
コ
ミ
で
の
来

店
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

事
前
確
認
で
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避

札
幌
・二
条
市
場
の
食
堂
は

写
真
を
活
用
し
て
親
身
に
接
客

食
事
処 

な
が
も
り

ウ
ニ
は「
時
価
」
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
注

文
時
に
伝
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
計
時
に

ク
レ
ー
ム
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
店
主
の
稲
場
大
聡
さ
ん
は
、
ま
ず
訪

日
客
の
入
店
の
際
に
、
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り

や
す
い
事
柄
を
英
語
で
書
い
た
シ
ー
ト
を
見
せ

て
、
承
認
を
得
て
か
ら
着
席
し
て
も
ら
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
表
示
価
格
の
ほ
か
に

消
費
税
が
か
か
る
事
、
時
価
の
素
材
が
あ
る
事
、

そ
し
て
、
１
人
１
品
以
上
の
注
文
を
お
願
い
す

る
、
と
い
う
も
の
。
稲
場
さ
ん
は
接
客
に
あ
た

り「
日
本
人
も
外
国
人
も
、
同
じ
よ
う
に
迎
え

る
」と
い
う
こ
と
を
信
条
に
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
・
札
幌

北
海
道
・
札
幌

店の取り組み

食堂
情報を見える化
入りやすい店に

店の取り組み

海鮮料理店
行き違い防止
スマートな接客
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　日本では、ビールの泡は
おいしさの証。泡のない
ビールなんて……と思いが
ちですが、ビールの泡は捨
ててしまうのが常識という
国もあります。ギネスビー
ルのように、泡の入れ方を大事にする例もあるので
一概には言えませんが、泡で「かさ上げ」している
ケチな店、と感じる訪日外国人観光客もいるようで
す。また、ソフトドリンクなどに入っている氷も同様
で、氷の量が多いと、中身を減らすためではないか、
と悪い印象を持つ人もいるようです。大阪府の「鉄
板焼  鉄板神社  道頓堀店」では、お客様によって
は水にもソフトドリンクにも氷を全く入れずに提供。
飲み物に対する嗜好は多様で、中国のお客様のなか
には、白湯をリクエストする方もいるそうです。

　つきだし、席料などとならんで、消費税の加算は会計時に
外国人観光客の疑問を生む場合があります。注文時に確認
したり、メニューや明細への明記が不可欠です。

　試食品に添えてある箸を使っ
て、一口分だけ手に取り、口に入
れるというマナーは、外国人に
とって特別なものです。添えてあ
る箸を使って試食品を直接口に入
れ、箸を試食品の中に戻してし
まったり、出されている試食品を
すべて持ち帰ってしまったりする
例もあるようです。岐阜県のおに
ぎり店「こびしや」では、店頭の商
品をつっつく外国人観光客が目
立ったため、守ってほしいマナー
を外国語で明示しました。店での
マナーを事前に掲示しておくこと
で、トラブルは軽減します。

　ひと品ひと品お出しする「懐
石」のスタイルがわからず、全
ての皿が揃うのを待っている
お客様もいます。東京都の「日
本料理  いらか  銀座店」では、
そんな時、タイミングを見計
らって、いくつかのお料理をな
らべてお出しします。

「こびしや」

「日本料理  いらか」

消費税がプラスされることを
きちんと説明

ビールの泡は
「かさ上げ」?

ジュースに氷、は
ケチな店…?

順番に出てくる
「懐石料理」の流れがわからない

試食のマナーは
日本独自?

支払い明細には
内訳をはっきり書く

接客時に知っておきたい

　海外では会計時に、各メニューの価格を１つ１つ
記載した明細書を渡す場合がほとんど。日本の領
収書のように、金額のみが一括して記載されている
場合などは、料金を上乗せしているのではないか、
隣の席の会計が一緒になっているのでは、と不安に

感じる外国人もい
るようです。岐阜県
の「平安楽」では、
まず注文の段階で
料理名と金額を紙
に書いて見せ、支
払合計金額の確認
をとり、会計時に
も明細を発行しま
す。必ずしも外国
語でやりとりをする
必要はなく、数字
で明瞭に示すこと
で、無用な行き違
いが回避できます。

豆知識

　日本の常識は、世界の非常識？ そうとは限り
ませんが、国によって文化の違いは大きく、習
慣の違いが思わぬトラブルにつながることもあり
ます。事前に知っておいた方がいい豆知識を、接
客の現場から集めました。文化や習慣の違いを
前もって理解して対応すれば、不要な問題を回
避でき、親身なおもてなしにもつながるでしょう。
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第
２
章  

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

　食券の買い方に戸惑う外国人観光客が多いため
（→P33）、券売機メーカーもインバウンド対応に
取り組んでいます。多言語対応のタッチパネル式
券売機は、文字の多言語化だけでなく、音声案内
もあり、食券の買い方もガイドします。東京都の
ラーメン店「笑の家」では４か国語対応の券売機を
導入。集客につなげています。

　飲食店に団体で来店した外国人観光客に、人
数分の注文をいただけない場合があるようです。
北海道の「海鮮処 魚屋の台所 札幌二条市場店」
でも過去にそういったケースがあったため、店側
が気持ちよくもてなし、お客様も十分なサービス
を受けていただけるよう、入店時に最低限お願い
したいことを書いたカードを見せてお客様に確認
をしています。

　福井県の「開花亭」には、世界を食べ歩いて
いる外国人の美食家も来店します。そういった
お客様は、素材の産地や種類、調理法まで、料
理についての細かい説明を外国語で求めてきま
す。日本食に大きな期待を寄せるお客様に対応
する準備も必要です。

写真提供／芝浦自販機株式会社

「海鮮処  魚屋の台所」

食券の買い方が
わからない

店に入ったら、最低1品は
注文してください

ワンランク上の食情報が
求められることもある

　日本でも分煙や禁煙の飲食店
が増えていますが、そもそも煙草
の煙がある場所で食事をすること
が非常識だと考える外国人は多く
います。入店を取り止める理由と
なることも珍しくありません。

飲食店での
喫煙なんて

あり得ない

「笑の家」

　醤油皿に醤油を入れ、握り寿司を
つけて食べる。あるいは蕎麦を蕎
麦猪口の中のつゆにつけて食べる。
日本人には常識でも、外国人には
馴染みのないマナーです。ザルに
のった蕎麦につゆをかけてしまい、
つゆをお盆の上にこぼしてしまう
ケースもあります。日本独自のマナー
については、事前に食べ方を案内す
ることも大事でしょう。岐阜県の「恵
比寿本店」では、蕎麦の食べ方や
マナーを漫画にしてお客様に配布し
ています。

「恵比寿本店」

ざる蕎麦や
握り寿司の

食べ方がわからない

　寿司店の場合、メニューには「１貫100円」と価格
が表記されていても、1皿に２貫のせて提供することも
あります。この場合、最初から「２貫 200 円」「1皿
200 円」などと表記することが必要です。鍋物の場合
も、「1人前1000円（オーダーは２名
から）」というように紛らわしい表記は
避け、「鍋2000円（２名分）。追加は
1人につき1000円」など、支払金額
がわかりやすい表現にしましょう。ま
た、「入場無料（ドリンク別）」であれば
「入場1000円（ドリンク１杯付）」など
と明確に。日本独特のあいまいな表示
は、訪日外国人観光客には理解されま
せん。北海道の「食事処 ながもり」で
は、使用食材の変更などの特別注文を
受けた際にも、金額がメニューの表示
と変わることを伝えるために、電卓で
支払い価格を提示。お客様に目で見て
承認してもらいます。

日本流の「あいまい」な表記は
誤解のもと

「食事処  ながもり」


